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　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、役員会及び理事会開催を取りやめ、書面による審議並びに表決を行いました。2019
年度事業報告・決算、2020年度事業計画・予算の各議案について承認されました。
　なお、支部長交代のご連絡を受け、新たに理事にご就任されたみなさまは以下の通りです。
　島根県支部：若槻大浩様　奈良県支部：小林義教様　北大阪支部：三木應岳様　関東支部：浅井亮道様　和歌山県支部：片岡義泰様
　山梨県支部：永冨広道様

花園大学同窓会  理事会報告

 1 入会金 5,250,000 5,180,000 70,000
 2 同窓会費 10,500,000 10,360,000 140,000
 3 雑収入 130,000 65,893 64,107
 4 収入　小計 15,880,000 15,605,893 274,107
 5 前年度繰越収支差額 17,016,035 17,016,035 0
  収入の部　合 　計 32,896,035 32,621,928 274,107

 1 事務費 100,000 100,000 0
 2 同窓会通信　印刷費 2,500,000 1,987,750 512,250
 3 同窓会通信　発送費 3,000,000 2,677,179 322,821
 4 通信費 30,000 22,938 7,062
 5 新入会員歓迎費 3,000,000 1,120,096 1,879,904
 6 会議費 60,000 29,694 30,306
 7 消耗品費 30,000 5,075 24,925
 8 旅費・交通費 1,500,000 492,046 1,007,954
 9 印刷費 50,000 0 50,000
 10 慶弔費 100,000 85,921 14,079
 11 支部渉外費 2,000,000 1,399,035 600,965
 12 広報活動推進費 200,000 12,000 188,000
 13 地方公開講演補助費 5,000,000 2,168,207 2,831,793
 14 公開講座補助金 800,000 655,673 144,327
 15 教育資金充当寄付金 500,000 500,000 0
 16 在学生支援費 3,854,300 3,854,300 0
 17 名簿管理システム 2,300,000 2,278,121 21,879
 18 雑費 500,000 227,622 272,378
 19 予備費 345,700  345,700
  支出　　　小　計 25,870,000 17,615,657 8,254,343
  次年度繰越金 7,026,035 15,006,271 ▲ 7,980,236
  支出の部　合　計 32,896,035 32,621,928 274,107

収入の部

項
（単位　　円）

科　目 本年度予算額 本年度決算額 差　異

支出の部

支出の部

（２）学生急減対策積立資金
（注）予備費使用額　在学生支援費 154,300円

（※1）学園祭支援イベント費用　2,000,000円    
（※2）同窓会システム「絆」管理費　29,700円/月　356,000円
　　　　卒業生アカウント発送（400名）33,600円    

収入の部
（１）一般会計

2019年度花園大学同窓会決算
(2019年4月1日から2020年3月31日まで)

（１）一般会計

2020年度花園大学同窓会予算
(2020年4月1日から2021年3月31日まで)

１．同窓会関係会議
□会計監査　5月14日　花園大学　栽松館2Ｆ応接室
□三役会　　5月14日　花園大学　教堂2Ｆ会議室
□理事会　　5月25日　花園大学　栽松館3Ｆ大会議室

２．公開講演会
□地方公開講演会
　○南大阪支部
　　第94回公開講演会　9月27日
　　中村修二氏（カリフォルニア大学サンタバーバラ校教授）
　　『ノーベル賞までの軌跡　～青色ＬＥＤ発明からその後～』
　　堺市：堺市産業振興センターイベントホール（来場者：508名）
 　○兵庫東支部
　　第95回公開講演会　8月23日
　　映画試写会『いなくなれ、群青』
　　神戸市：ＯＳシネマズ神戸ハーバーランド
　　高校生ペアまたは高校生と保護者ペア130組260名招待
 　○京都中丹支部
　　第96回公開講演会　8月27日
　　映画上映会『あん』
　　綾部市：京都府中丹文化会館（アンケート提出者：214名）
□大学公開講演会
　○花園大学プレゼンツ映画試写会『ダンスウィズミー』
　　7月23日　Ｔ・ジョイ京都
　　中・高校生及びその保護者限定230名招待
　○『明智光秀の実像に迫る』（来場者数：500名超）
　　11月30日 　花園大学無聖館5Ｆホール
  　講師：柴裕之氏（東洋大学文学部非常勤講師）
  　　　　『織田信長と惟任（明智）光秀』
  　　　　生駒孝臣氏（花園大学文学部日本史学科専任講師）
  　　　　『明智光秀と京都』

３．支部総会
□福岡支部　 　 5月26日　福岡市　「聖福寺」
□関東支部　　 5月26日　豊島区　「ホテルメトロポリタン池袋」
□南大阪支部　 5月26日　堺市　　「ホテル・アゴーラ　リージェンシー堺」
□大分県支部　 5月31日　別府市　「ホテルニューツルタ」
□佐賀県支部　 6月28日　唐津市　「ホテル＆リゾーツ佐賀唐津」
□島根県支部　 6月29日　松江市　「松江エクセルホテル東急」
□愛知支部　　 7月 4日　名古屋市「キャッスルプラザ」
□信越支部　　 9月10日　諏訪市　「布半」
□三重県支部　 11月 7日　津市　　「プラザ洞津」
□兵庫東支部　 11月 9日　神戸市　「神戸飯店」

４．在学生対象イベント・支援活動
□学生食堂支援
　〇「同窓会うどん・そば」代金100円の内、50円を補助
　　年間利用数　22,086食：1,104,300円
　　（参考2018年度18,333食：916,650円）
□学園祭支援
　○協賛広告　学園祭パンフレット　12,000円
　○学園祭支援プログラム
　　ラジオ関西公開録音（神戸通信広告社）　2,750,000円
□卒業祝賀会・同窓会歓迎会
　3月17日
　○卒業祝賀会・同窓会歓迎会　※中止　代替え用菓子を贈呈
　○卒業記念品「ロゴ入りケータイマグ」を卒業生256名に贈呈
　　※前期卒業生13名には「エンブレム入り印鑑」を贈呈

５．機関紙の発行・発送
□花園大学同窓会通信　第99号 （9月発行） 15,939通発送
□花園大学同窓会通信　第100号（3月発行） 15,724通発送

６．支部活動助成
□申請のあった13支部へ交付
宮城、関東、信越、山梨、愛知、三重、南大阪、兵庫東、兵庫西、
兵庫北、福岡、佐賀、大分

７．同窓生への慶弔電報
 □弔意9件　　計9件
　　　

８．学生急減対策支援
□大学・オープンキャンパスPR
　○KBSラジオ「ミキの兄弟でんぱ」 972,000円
　　提供コーナー6月2日、7月14日、8月17日（株式会社新通）
　○FM大阪「交通安全キャンペーン」 394,200円
　　PR20秒ＣＭスポンサー（月12本×3か月）（株式会社新通）
　○サンテレビ：７月より30秒動画を100回放送 432,000円
　　サンテレビガールズＰＲバックで花園大学構内紹介
　　（株式会社神戸通信広告社）
　○KissFM、ＦＭ大阪：8月計13回放送 226,800円
　　オープンキャンパスPRラジオＣＭ（20秒）を放送
　　（株式会社神戸通信広告社）
　○サンテレビ：「兵庫県高等学校駅伝大会特別番組」 231,000円
　　大学PRラジオＣＭ（15秒）12回放送（株式会社神戸通信広告社）
□ワールドカップ直前企画広告 302,400円
　京都新聞9月14日朝刊（株式会社新通）
□大学公開映画試写会開催企画運営及びＰＲ
　○7月23日　『ダンスウィズミー』映画試写会   1,620,000円
　　毎日新聞社広告／チラシ配布（株式会社毎日新聞社）
     計  4,178,400円
　　　

９．その他
□マフィ選手ラグビーワールドカップ凱旋セレモニー
11月11日　教堂にて開催
○活躍お祝い金贈呈  50,000円

１．同窓会関係会議
 □会計監査　5月13日　花園大学　栽松館2Ｆ第二応接室（※）
 　※開催中止により書類郵送にて監査
 □三役会　　5月13日　花園大学　教堂2Ｆ会議室（※）
 　※開催中止により書面にて審議
 □理事会　　5月25日　花園大学　栽松館3Ｆ大会議室（※）
 　※開催中止により書面表決にて決議

２．公開講演会
 □地方公開講演会
 　○京都中丹支部「映画上映会」　8月19日（※中止）
 　○兵庫東支部「映画試写会」　　10～11月予定
 　○宮城県支部「公開講演会」　　2月上旬予定
 □大学公開講演会
 　○『渋沢栄一の実像に迫る』（仮題）
 　　11月30日　無聖館5Fホール

３．支部総会
 □大分支部　　5月27日　別府市　「ホテルニューツルタ」（※中止）
 □福岡支部　　6月14日　久留米市「梅林寺」（※中止）
 □宮城県支部　6月中旬予定
 □佐賀県支部　6月下旬予定
 □三重県支部　6月下旬予定

４．在学生対象イベント・支援活動
 □学生食堂支援
 　○｢同窓会うどん・そば」代金100円の内、50円を補助
 □学園祭支援
 　○協賛広告　学園祭パンフレット　　　12,000円
 　〇学園祭応援同窓会プレゼンツ企画　　2,500,000円(税別)
 □卒業祝賀会・同窓会歓迎会
 　3月17日
 　○卒業祝賀会・同窓会歓迎会　学位記授与式後開催
 　○卒業記念品を卒業生全員に贈呈

５．機関紙の発行・発送
 □花園大学同窓会通信　第101号（9月発行予定）
 □花園大学同窓会通信　第102号（3月発行予定）

６．支部活動助成

７．同窓生への慶弔電報

８. 学生急減対策支援
 □大学ＰＲ
 　1.ＫＢＳラジオ『ミキの兄弟でんぱ！』：7～9月
 　　500,000円（税別）
 　　契約期間：2020年7月～9月
 　　企業：株式会社新通

 　2.『漫画バズ』漫画・SNSを活かした若年層へのアプローチ
 　　1,500,000円（税別）
 　　3名の漫画家を採用する。
 　　企業：太平印刷株式会社

９．その他
 □名簿管理システム「Ｗｅｂ名簿システム絆」、同窓会ホームページ
 　システム利用料27,000円/月（税別）
 　　内容：セキュリティ・問い合わせサポート、ホームページ整備更新料
 　システム利用アカウント送付（2020年度卒業生のみ）

 　※新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、内容変更・中止す 
 　　る場合があります。

2019年度 事業報告 2020年度 事業計画

（単位　　円／▲＝減）収入の部

（２）学生急減対策積立資金
収入の部

支出の部

支出の部

 1 学生急減対策積立繰入 0 0 0
 2 前年度繰越金 104,501,895 104,501,895 0
  収入の部　    合 　計 104,501,895 104,501,895 0

 1 学生急減対策支援費 5,000,000 4,178,400 821,600
 2 次年度繰越金 99,501,895 100,323,495 ▲ 821,600
  支出の部　    合 　計 104,501,895 104,501,895 0

 1 入会金 4,670,000 5,250,000 ▲ 580,000
 2 同窓会費 9,340,000 10,500,000 ▲ 1,160,000
 3 雑収入 100,000 130,000 ▲ 30,000
 4 収入　小計 14,110,000 15,880,000 ▲ 1,770,000
 5 前年度繰越収支差額 15,006,271 17,016,035 ▲ 2,009,764
  収入の部　    合 　計 29,116,271 32,896,035 ▲ 3,779,764

 1 学生急減対策積立繰入 0 0 0
 2 前年度繰越金 100,323,495 104,501,895 ▲ 4,178,400
  収入の部　    合 　計 100,323,495 104,501,895 ▲ 4,178,400

 1 事務費 100,000 100,000 0
 2 同窓会通信　印刷費 2,500,000 2,500,000 0
 3 同窓会通信　発送費 3,000,000 3,000,000 0
 4 通信費 30,000 30,000 0
 5 新入会員歓迎費 2,000,000 3,000,000 ▲ 1,000,000
 6 会議費 60,000 60,000 0
 7 消耗品費 30,000 30,000 0
 8 旅費・交通費 1,000,000 1,500,000 ▲ 500,000
 9 印刷費 100,000 50,000 50,000
 10 慶弔費 100,000 100,000 0
 11 支部渉外費 2,000,000 2,000,000 0
 12 広報活動推進費 200,000 200,000 0
 13 地方公開講演補助費 3,000,000 5,000,000 ▲ 2,000,000
 14 公開講座補助金 800,000 800,000 0
 15 教育資金充当寄付金 500,000 500,000 0
 16 在学生支援費 5,000,000 3,700,000 1,300,000
 17 名簿管理システム 400,000 2,300,000 ▲ 1,900,000
 18 雑費 500,000 500,000 0
 19 予備費 500,000 500,000 0
  支出　小計 21,820,000 25,870,000 ▲ 4,050,000
  次年度繰越金 7,296,271 7,026,035 270,236
  支出の部　    合 　計 29,116,271 32,896,035 ▲ 3,779,764

 1 学生急減対策支援費 2,000,000 5,000,000 ▲ 3,000,000
 2 次年度繰越金 98,323,495 99,501,895 ▲ 1,178,400
  支出の部　    合 　計 100,323,495 104,501,895 ▲ 4,178,400

項 科　目 本年度予算額 前年度予算額 差　異
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大学ニュース 花園大学で行った行事やイベントなどを中心とした新しい情報を紹介します。

この原稿は、新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言が解除され、県をまたぐ移動が再
開された6月の終わりに書いています。小中学校では3密を避けるなどの感染防止対策を取りなが
らの通常授業が開始されましたが、本学を含め、多くの大学は今も学生の入構制限をするととも
に、前期中は基本的にオンライン授業をしています。後期の授業が始まる9月にはできるだけ対面
授業をしたいと考えていますが、第2波、第3波の懸念もあり、先行きは不透明な状況です。この
間、学生はもちろん、関係者の皆様には大変なご不便やご心配をおかけしているところです。
このような中、本学は学生がオンライン授業を受講する際の環境整備などに役立てていただくことを目的に、1人あた
り50,000円の緊急修学支援奨学金を予算化し、各家庭にお届けすることができました。また、後援会からも1人12,000
円の緊急学生支援を決定していただきました。これにつきましては、学内の売店、書店、あるいは食堂などで使うことの
できるチケットとして学生に配布する予定です。
ところで、「アフターコロナ」、あるいは「ウィズコロナ」という言葉がありますように、仮に今回の感染症が収束に向
かったとしても、全てが以前の生活に戻るのではなく、私たちは従来とは異なる新しい生活様式を取り入れることになる
だろうといわれています。大学においても、オンライン授業のメリットを生かした新しい教育法の確立が模索されていま
すし、文部科学省は「大学教育のデジタライゼーション・イニシアティブ（Scheem-D）」という新事業を立ち上げまし
た。世界は大きく変わろうとしています。
新校舎の建設も順調に進んでおります。同窓会の皆様には、より一層のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。

新型コロナウイルス感染症の対応に大きく動き出した3月、
本学の学位記授与式は当時考えられるすべての対応を駆使
し、卒業生と教職員のみの出席・時間短縮という規模を縮小
した形で、予定通り3月17日に実施しました。このような形で
の式でしたが、出席した卒業生からは、「こんな状況の中、私
たちのために開催してもらえてうれしかった」という感謝のこ
とばもありました。
入学式もこの形で実施できればと準備していた矢先の29
日、京都市内の大学生の集団感染が確認されたため、翌30日
朝、本学では危機管理委員緊急会議を招集し、入学式の中止
と、新入生への対応、オンラインでの開講について決定しまし
た。また、新入生対応として、学生証交付とネット利用の講習、
単位登録の説明会などの日程を変更し、急遽ホームページで
発表しました。

2019年度学位記授与式・2020年度入学式について

各課の取り組み報告

「 花園大学緊急修学支援奨学金」を支給しました。

入学式は中止になりましたが、説明会等で大学にやってき
た新入生のために記念撮影用の「入学おめでとう」と書いた
大きなボードを設け、入学式でお話しするはずだった学長の
式辞を印刷し設置し
ました。ボードの横で
写真撮影をする新入
生の姿も見受けられ
ました。

新型コロナウイルス感染症が急速に拡大していくなか、新年度
を迎えることとなりました。新入生の皆さまには入学式が中止と
なるだけではなく、新入生オリエンテーションをはじめ、様々な学
内行事を中止せざるを得ない状況となり、人生の新しいスタート
を心待ちにしておられたことを考えますと、非常に残念でなりませ
んでした。
授業についても早々に対面授業の開始の延期を決定いたしまし
たが、4月7日に大阪を含む全国7区域に緊急事態宣言が発出さ
れ、その後、全都道府県に拡大していくことになり、対面授業の再
開についてもその都度さらに延期をせざるを得ませんでした。こ
うした状況が続き、前期の授業については全面的な対面授業実施
は困難であると判断し、今年度前期はオンライン授業を基本とす
ることといたしました。在学生の皆さんには、多くの制約の中で学
修することをお願いし、相当なご負担やご苦労をおかけしている
ことと思います。特に新入生の皆さまには、初めて触れる大学のシ
ステム「ポータルサイト」や「C-Learning」を利用して、様々な授
業の課題を確認し提出するなど、今までに経験されたことのない
ことに即座に対応して頂きました。今後の状況にも不安を持たれ
ていることだとも思います。ただ、今回の措置につきましては、在
学生の皆さまの生命と健康を守りながらも学修機会を確保するた
めの対応であることをご理解いただきたいと存じます。今後も、教
職員一同、万全の体制でサポートしていく所存です。
現在は、一部対面による授業を行い、課外活動についても徐々
に制限を緩和しているところであります。まだまだ通常とは言えな
い状況ですが、学内にも少しずつではありますが活気が戻ってき
たように感じるようになってきました。

2021年卒業予定学生を対象とした学内就職説明会「花園博覧
会」は、新型コロナウイルスのまん延とそれに伴う自粛要請の少し
前の時期であったことも幸いし、十分に感染防止対策を講じたう
えで、2月19日（水）から3日間、一般企業・福祉事業所・公務員な
ど約90団体にお越しいただき、無事に実施することができまし
た。特に就職課として大切にしている個別面談は、電話・メール・
webなど新たな体制を構築して対応しています。これまでのやり
方にとらわれず、オンラインアプ
リや動画配信等、様々なチャネル
を効果的に活用し、学生サービ
スとして途切れさせることがない
よう、対応を続けたいと思いま
す。

情報システムセンターでは、オンライン授業の実施により、自宅
（下宿先）にPC等の利用環境が整備されていない場合に限り、「オ
ンライン授業視聴」「レポート作成」を目的とした情報教室（無聖
館404教室）のPC利用を認めて
います。感染防止対策として、座
席数を減らし、窓を開放し換気
し、使用したキーボード等は随時
消毒を行うなど徹底した対応策
を講じています。

入試課では、新型コロナウイルス感染拡大による国の緊急事態
宣言を受け、入試説明会やオープンキャンパスが中止となったこ
の状況で高校生の皆さんに花園大学の魅力をどう伝えるかを考
えた結果、5月下旬から「おうちdeガイダンス」としてオンライン
での入試相談会をスタートさせました。当初の想定を上回る相談
予約と、わかりやすかったとのコメントもあり、手応えを感じてい
ます。また、急きょ「web オープンキャンパス」企画をホームペー
ジ上に展開しました。普段見ることのできない学長室から学長
メッセージ動画、各学科・課程の紹介、模擬授業なども配信しまし
た。7月からは、十分な対策を講じたうえで、小規模ながらオープン
キャンパスを再開させています。
花園大学を紹介するマンガを制作し、ツイッターやホームペー
ジに掲載していますので一度ご覧ください。入試課では、今後も
Withコロナ時代に受け入れられるコンテンツを考え、それを通し
て花園大学の魅力を伝えていきます。
皆様の周りに少しでも花園大学
に興味のある方がいらっしゃいま
したらぜひ花園大学ホームページ
へのアクセスをお薦めください。

図書館は2020年3月30日～5月31日は臨時休館しましたが、
臨時休館中も大学図書館として学修支援の機能を果たすため、
本学学生・教職員を対象に、感染防止対策を講じつつ、メール申
請のうえ日時を限定して図書の貸出、代行複写を実施しました。
希望者には郵送にも対応をしました。また電子書籍を新規購入
し、学生ポータルで閲覧できるようにしたり、学外から利用できる
データベースを案内したりするなどのサービスを実施しました。
非常事態宣言解除後は、感染症対策を最大限講じた上で事前予
約制をとって開館しています。

新型コロナウイルスの感染症拡大防止に向けて全国的に緊
急事態宣言が出され、花園大学でも感染防止のためにキャン
パスへの入構禁止措置をとり、基本的にオンラインによる授
業を継続することとしました。こうした状況の中、学生の皆さ
んが安心して学修を継続していただくため、オンライン授業

に対応できる学修環境の整備を支援するとともに、新型コロ
ナウイルス感染症拡大によるアルバイト収入減少など社会活
動の停滞による経済的影響を考慮した緊急の奨学金として、
学部および大学院生全員（休学を除く）に一律50,000円を支
給しました。

学務課 就職課

情報システムセンター
図書館

入試課

ご挨拶 学長　丹治 光浩
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大学ニュース 

オンライン授業について
学位記授与式・入学式について

花園大学を卒業し、ともにそれぞれの夢を叶え、現在、福祉の現場に
従事しておられるご夫婦から、かつての学び舎に思いを寄せ、少しでも
学生のためになればと「がんばれ！！花大生！！」の励ましの言葉を添え
られたお志をいただきました。
お手紙には、後輩たちがこの苦しい現状の中を過ごし
ていることを心配する気持ち、後輩たちが“花大生”の誇
りをもち、それぞれに志をもって、また学びの場に戻る日
が来ることへの祈り、花園大学の益々の発展を願ってい
ることなど、あたたかいお気持ちがつづられていました。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、前期の講義は基
本的にオンラインで授業をすることになり、急きょ、先生方もその授
業内容に合わせて取り組みを始めました。TeamsやZoomなどのオン
ラインツールを活用したオンライン授業や、メールなどで課題を出し
たり、電話で連絡を取ったり、様々なスタイルでスタートさせました。
横田南嶺総長も、円覚寺にて動画を撮影され「禅とこころ」の講義
をされました。90分すべて講義されるのではなく、円覚寺の中をご自
身でガイドし、バーチャルな円覚寺見学も体感できるような工夫をさ
れました。先生方もいろいろなワークや手法を取り入れ授業を展開さ
せています。オンライン授業を実施されている先生方からは、通常授
業に比べて画面で常にみられているという緊張感もあるが、リモート
なのに意外と学生との距離が近く感じたという意見も聞かれました。
学生からも、動画視聴による講義は、わからないところをリピートで
きたり、質問がしやすかったり、逆に学びが深くなったという意見もあ
るとのことです。
その一方で、連絡が取れない学生、学生のネット環境の差が出たり、
モチベーションの維持ができなかったり、実習やグループワークをと
もなう授業に対応できないなど様々な問題点があり、内容に応じて個
別に対応を進めているところです。

中国・径山萬寿禅寺様から善意のマスクが届きました！
本学大学院生の師匠、中国杭州径山萬寿禅寺の戒興様から善意の
心がつまったマスク1,000枚が届きました。ご寄付いただいた経緯
は、径山萬寿禅寺の戒興様が、花園大学文学研究科修士課程仏教学
専攻２年次の王 珂さんの師匠であるというご縁からです。
届けられたマスクは、そのお心とともにありがたく
お受けし、大切に使わせていただきたいと思います。
荷物には学長あてにお手紙が添えられており、また
マスクを梱包している箱一つ一つにも、漢詩のメッ
セージが書かれていました。

　住む場所は異なろうとも、
　風月の営みは同じ空の下でつながっております（漢詩）（注1）。
　新型コロナウイルスが全世界を侵襲しておりますが、
　仏教の慈悲には国境はありません。
　私たち径山禅寺（注2）の僧侶から皆様へ気持ちが届けばという思いで、
　貴学に医療用マスクをお送りいたしました。
　皆様が平穏無事に過ごされることを心より願っております。
　共に苦難を乗り越えましょう。

注1） 中国で新型コロナウイルスが流行し始めたころ、日本が中国に支援物資を送る際に添えた漢詩。
注2） 中国、浙江省杭州、天目山の東北峰にある寺。
 中国五山の一つ。769年唐の代宗の勅命により建立。臨済宗の大道場。

授業の工夫
文学部日本文学科　秦 美香子 教授

横田南嶺総長
「禅とこころ」
円覚寺から動画撮影による講義
※大学ＨＰから視聴可能です。

文学部仏教学科
佐々木閑教授
「禅とこころ」動画の撮影風景

社会福祉学部臨床心理学科
小海宏之教授
「臨床心理学演習A」研究室にて
オンライン授業風景

教養教職課程　師茂樹教授
「課題解決プログラム」研究室にて
オンライン授業風景

学長／社会福祉学部臨床心理学科
　　　丹治光浩教授
「臨床心理学」学長室にて
オンライン授業風景

径山萬寿禅寺　方丈　戒興　合南
2020年3月29日

私が行ったいくつかの授業では、講義内容をまず文
章で書いて、それを自分で読み上げて録音し、文章と録
音データを学生にインターネット上で読んだり聴いたり
してもらいました。
学生の中には、インターネット環境が限られていて、映

像の視聴やビデオ通話が難しいという方もいます。こち
らとしても、教科書を参照しながら授業を受けてほし
かったので、教科書に目を向けながら受講できる方法と
いうことで音声のみとしました。そして、話す内容を文章
化しておいた方が伝わりやすいと思い、先に文章を書い
ていたので、せっかくなので文章も公開していました。
文章を読むか音声を聴くか、どちらか一方を選ぶだろ

うと思っていたのですが、意外と「まず音声を聴いてか
ら、文章をもう一度読んでいます」という学生もいて、熱
心に受講してくれているようでした。
「途中でじっくり考えることもできるし、何度も復習で
きるので良い」という意見には、教室で普段行っている
授業のペース配分を考える良いヒントをいただいたと
思っています。

卒業生ご夫婦からのあたたかいお志が届きました。

元　文学部国文学科教授　三村　晃功 1980年文学部史学科卒業横井　葉子

お元気ですかお元気ですか

書 籍 案 内
『仏心の中を歩む』　横田南嶺 著／春秋社

 

来年傘寿を迎える筆者のおおよそ50年に及ぶ和歌文学研
究は、類題集『明題和歌全集』『同全句索引』（福武書店）の
翻刻で始まり、『中世私撰集の研究』『中世類題集の研究』
（共に和泉書院）『近世類題集の研究　和歌曼陀羅の世界』
（青簡舎）などの私撰集・類題集の成立論研究を経て、この
たび『いろは順　歌語辞典―有賀長伯『和歌八重垣』―』
（和泉書院）を刊行するに至った。
つまり今回の『歌語辞典』の上梓で漸く、本来の文学研究
の領域に足を踏み入れ、歌語の論究によって初志が貫徹で
きたわけだ。
類題集の翻刻で出発し、歌語辞典の出版で完結するとい
う、我が和歌文学研究は、まさに迂遠な道程を経て、突然変
異的に結実したわけだが、この研究方向（推移）を、筆者は
よもや奇跡では、と真実、驚愕したものの、欣喜雀躍の心境
でもあった。

「我が和歌文学研究の到達点」 　光陰矢の如し。３年前、社会福祉士、国試合格。精神保健
福祉士として、福祉にたずさわっていたとは言え、50代後半
での国試チャレンジはとても大変でした。３福祉士チャレン
ジ成功を目標にしていた私は、社会福祉士合格の番号を見
て、感無量でした。
　現在、精神・身体の重複障がい者の施設に支援員として
勤務するかたわら、ボランティアで自助グループのファシリ
テーターをしており、各地各所をまわっております。
　仏様は私に何を求めておられるのかと、自問自答した事
もありました。今は与えられた仕事を、１日１日精一杯頑張
る事だと思い、精進しております。

『宗教は現代人を救えるか～仏教の視点、キリスト教の思考～』

 

宗教はひとびとの心の中に存在する。
そして、政治・社会・経済に多大な影響を与えてきた。
いま、テクノロジーが人間の思考を規定しかねないほどIT社会が発達しつつあり、環境問題など喫緊の課題も取

り沙汰されるなかで、宗教は良くも悪くも影響力は大きい。仏教とキリスト教という両宗教の共通点は何か、決定
的に違う点はどこか。日本と世界の最新状況を踏まえつつ論じる二大宗教の教義と歴史、これを信じる人々の思考
を深く知ることにより、物質世界の変化・進化への対処法が、より確実にわかるだろう。
激動する世界に生きるわたしたちを、宗教はこれからも導いてくれるのだろうか。
浄土真宗高田派の僧侶である研究者と、キリスト教学の実力派の研究者が徹底的に語る「現代宗教対論」。
＜序章　苦しみの消し方　―仏教か、キリスト教か、それとも―＞より
宗教について学ぶ権利を奪われた多くの日本人にはピンとこないかもしれないが、仏教とキリスト教は、「幸せとはなにか」という最

も基本的な問題に関して、まったく異なる考え方をする、言ってみれば、背反関係にある宗教である。幸せの基準が異なる2つの宗教を、
競い合わせ、白黒決着をつけるためではなく、多種多様な宗教をそれぞれの特性を見出す基点とするために対峙させる。それが本書の
目的である。

苦難を超え、悲しみを超えて、今をいきいきと生きるために。円覚寺の管長が語る「禅的人生のすすめ」
《あとがき》より抜粋
「朝比奈老師は、私たちの存在を、仏心という広大な海の浮かんだ泡のようなものだと譬えられています。生まれ
たからといって仏心の大海は増えず、死んだからといって、仏心の大海は減らず、私どもは皆仏心の一滴なのだと喝
破されました。
そして更に「人は仏心の中に生まれ、仏心の中に生き、仏心の中に息を引き取る。
生まれる前も仏心、生きている間も仏心、死んでからも仏心、仏心とは一秒時も離れていない。」と親切にお説きくださっています。
私も、禅の教えを学び、小学生の頃から数えると40年以上坐禅を続けてきて、死んでどこにゆくのかという結論は、この朝比奈老師

の言葉通りだったと言えます。
分かろうが分かるまいが、迷おうが悟ろうが、みな仏心の中の営みだとしみじみ思えるようになりました。大いなる仏心の中で、坐禅

をし、請われるままに話をし、文章を書いてきたのだと受けとめています。管長としての勤めも、そんな仏心の中での、一歩一歩の歩み
だったと思います。今しばらく、この歩みは続いてゆくでありましょう。
『仏心の中を歩む』という題をつけたゆえんであります。」

佐々木閑・小原克博 著／平凡社

丹治光浩 学長　道鑑

学長宛てのお手紙の内容

おう　か

花園大学創立150周年事業として始まったキャンパス整備は、
今年の1月よりグラウンド校舎（名称：楽道館）とグラウンドの人
工芝化の工事が着工、3月に人工芝が完成しており、8月末には校
舎が完成しました。新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受
け、グラウンドは、当面の間、利用していただけませんでしたが、
緊急事態宣言が解除された6月から、徐々に、時間制限はあるも
のの、クラブ活動で利用されるようになり、人工芝の上を走る学
生たちの姿がみられるようになりました。今後、キャンパス整備は
返照館の建て替えのために無聖館3階を改修して現在返照館に
入っている国際禅学研究所および文学部の大学院の引っ越しを
行い、返照館の建て替え工事に進みます。

新校舎・グラウンド完成 《写真：表紙》
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